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病
害
虫
が
発
生
し
た
り
イ
ノ
シ
シ
な

ど
が
棲す

む
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

雑
草
の
刈
り
取
り
を
行
う
な
ど
、
農

地
の
適
正
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
社
を
元
気
に！

中
退
共
の
退
職
金
制
度

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

☎
０
３
・
６
９
０
７
・
１
２
３
４

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度（
中

退
共
）は
、国
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
中
小

企
業
の
た
め
の
退
職
金
制
度
で
す
。

制
度
の
特
長
①
掛
金
の
一
部
を
国
が

助
成
②
掛
金
は
全
額
非
課
税
、
手
数

料
も
不
要
③
社
外
積
立
な
の
で
管
理

や
運
用
の
手
間
が
不
要

★
浄
化
槽
は
維
持
管
理
が
必
要
で
す

　

設
置
し
た
浄
化
槽
は
、
機
械
の
点

検
、
調
整
、
補
修
や
消
毒
剤
の
補
給

な
ど
の
保
守
点
検
、
槽
内
に
た
ま
っ

た
汚
泥
を
引
き
抜
く
清
掃
、
水
質
な

ど
の
法
定
検
査
が
必
要
で
す
。
定
期

的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
保
守
点
検
業
者
な
ど
は
、
同
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

農
業
委
員
会
・
☎
⑳
２
２
３
８

　

遊
休
農
地（
不
耕
作
地
）を
解
消
す

る
た
め
、
８
月
に
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
実
施
し
ま
す
。

★
耕
作
さ
れ
ず
に
荒
れ
た
田
畑
は
、

面
が
地
表
よ
り
低
く
、
雨
水
が
流
入

し
や
す
い
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
費
を
補
助

ク
リ
ー
ン
推
進
課
・
☎
⑳
２
１
４
２

補
助
対
象　

合
併
処
理
浄
化
槽
を
個

人
の
専
用
住
宅
に
設
置
す
る
方

※
消
費
電
力
が
低
減
さ
れ
て
い
る
な

ど
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
、
市
が

指
定
し
た
浄
化
槽
が
対
象
で
す
。

※
未
着
工
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

申
請　

ま
ず
は
同
課
に
ご
相
談
を

※
１
国
庫
補
助
対
象
区
域
…
公
共
下

　

水
道
、
地
域
し
尿
処
理
、
農
業
集

　

落
排
水
の
計
画
区
域
を
除
い
た
区
域

※
２
市
単
独
補
助
対
象
区
域
…
公
共

　

下
水
道
の
計
画
区
域
で
、
そ
の
供

　

用
が
年
度
内
に
始
ま
ら
な
い
区
域

大
雨
時
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
通
行

安
足
土
木
事
務
所
・
☎
㊶
４
１
０
０

道
路
河
川
保
全
課
・
☎
⑳
２
２
６
２

　

大
雨
や
台
風
時
は
、
道
路
状
況
や

道
路
情
報
板
な
ど
に
十
分
注
意
を
払

い
、
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
が
冠
水
し
て
い

る
場
合
は
、
不
用
意
に
進
入
せ
ず
に

迂
回
す
る
な
ど
の
危
険
回
避
を
優
先

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
と
は
…
道
路
と
鉄
道

な
ど
が
立
体
交
差
す
る
場
所
で
、
路

※（　）内は既設の単独処理浄化槽か
ら合併処理浄化槽に設置換えする場合。
建て替えの場合を除く。

人槽
区分

  国庫補助
  対象区域※１

  市単独補助
  対象区域※２

５人 332,000円
（422,000円） 110,000円

７人 414,000円
（504,000円） 138,000円

１０人 548,000円
（638,000円） 182,000円

補助金額

２９年度寄附報告

７３件 1億693万8,132円
　足利にゆかりのある方や観光で訪れ
て足利のファンになった方などから、
心温まる寄附をいただきました。また、
市内の企業や団体からの寄附も増えて
きています。
　いただいた寄附金は、
寄附者のご意向に沿っ
て、次の目的で使用し
ました。

▷史跡足利学校の改修　　 1,468,000円
▷英会話教育の推進　　　 2,646,200円
▷屋内子ども遊び場の設置      1,455,482円
▷その他　　　　　　     101,368,450円

財政課・☎⑳２１０６

皆さんの『思い』をまちづくりの力に

①あずま地下道②山川アンダー③大久保地下道
④迫間地下道　⑤田中アンダー⑥瑞穂野地下道

市内のアンダーパスの位置図
国
道
２
９
３
号

◎

両毛線

足利駅

中橋

足利市駅

田中橋

福寿大橋

福猿橋

川崎橋

● 渡良瀬川

国道５０号

東武伊勢崎線

市役所
安足土木

事務所

●

県道桐生岩舟線（旧５０号）

あしかが
フラワーパーク駅

富田駅①

②
③

④

⑤

⑥

南部
クリーン
センター

　寄附金の使いみちがより具体的に選
べるよう、４月から制度をリニューア
ルしています。
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Pick Up!

お
知
ら
せ

税

福 

　 

祉

募 

　 

集

子  

育  

て

健 

　 

康

働 

　 

く

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

施 

　 

設

相 

　 

談

7

お
よ
び
地
方
消
費
税
の
中
間
申
告
と

納
付
が
必
要
で
す
。

▼
前
年
実
績
に
よ
る
中
間
申
告
＝
29

年
分
の
確
定
消
費
税
額
に
応
じ
て
中

間
納
付
税
額
を
記
載
し
た『
中
間
申

告
書
』お
よ
び『
納
付
書
』を
送
付
し

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

中
間
申
告
書
を
添
え
て
、
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
を
納
付

▼
仮
決
算
に
基
づ
く
中
間
申
告
＝
事

業
状
況
が
29
年
と
著
し
く
異
な
る
場

合
な
ど
は
、
中
間
申
告
対
象
期
間
を

一
課
税
期
間
と
み
な
し
仮
決
算
を
行

い
、
そ
れ
に
基
づ
き
計
算
し
た
税
額

に
よ
り
中
間
申
告
し
て
納
付

※
中
間
申
告
書
が
未
提
出
の
場
合
、

『
前
年
実
績
に
よ
る
中
間
申
告
』の
税

額
が
納
付
税
額
と
な
り
ま
す
。

申
告
納
付
期
限　

８
月
31
日
㈮

申
込　

ま
ず
は
同
機
構
に
ご
相
談
を

※
市
の
補
助
制
度
と
し
て
、新
規
加

入
者
へ
の
掛
金
補
助
が
あ
り
ま
す
の

で
詳
し
く
は
市
役
所
商
工
振
興
課

（
☎
⑳
２
１
５
７
）。

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

労
働
時
間
相
談・支
援
コ
ー
ナ
ー

足
利
労
働
基
準
監
督
署

☎
㊶
１
１
８
８

　

専
門
の
労
働
時
間
相
談
・
支
援
班

が
解
決
策
を
提
案
し
ま
す
。

相
談
内
容　

①
時
間
外
・
休
日
労
働

協
定（
36
協
定
）を
含
む
労
働
時
間
制

度
全
般
②
変
形
労
働
時
間
制
な
ど
に

関
す
る
制
度
の
導
入
③
長
時
間
労
働

の
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
④
時
間

外
労
働
の
上
限
設
定
な
ど
に
取
り
組

む
際
に
利
用
可
能
な
助
成
金

個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ

び
地
方
消
費
税
の
中
間
申
告

足
利
税
務
署
・
☎
㊶
３
１
５
１

　

29
年
分
の
確
定
消
費
税
額（
地
方

消
費
税
額
は
除
く
）が
48
万
円
を
超

え
る
個
人
事
業
者
の
方
は
、
消
費
税

８月の市税納期

口座振替キャンペーン実施中

収税課・☎⑳２１２４
▶市・県民税（２期）
▶国民健康保険税（２期）

納期限　８月３１日㈮

　９月２８日㈮までに新規に口
座振替を申し込んだ方に、足利
学校、栗田美術館、あしかがフラ
ワーパークいずれかのペア入場
券を差し上げます。

本紙７月号に誤りがありました。ご迷惑をおかけし、申し訳ありませんでした。
●訂正箇所　２ページ中段グラフの右縦軸の数字が、正しくは一桁少ない。

お詫び
と訂正

フリーペーパーで子育てママを応援
ＮＰＯ法人おともり 代表理事  田

た

 嶋
じま

 美
み

 歩
ほ

 さん

　「足利をもっと楽しめる情報を届けたい」と話
すのは、NPO法人おともりの田嶋さん。子育て
中の母親５人で運営する同法人では、ママ向け
のフリーペーパー『おともり』を発行しています。
　結婚を機に一旦は足利を離れたものの、３年
程前、家族とともに足利に戻った田嶋さん。
そこで改めてまちの魅力に触れ、足利を盛り
上げるために活動する人々と出会う中で、「自
分も何かやってみたい」という思いが芽生え
ます。そんなときに受講した記事作成やデザ
インを学ぶ『在宅ワーク講座』。そこで一緒に

心な卵不使用のパンなど、ママならではの目
線で各店舗の魅力を紹介。読者は男性や年配
の方まで広がり、幅広い世代から好評を得ま
した。「掲載したお店の人に喜んでもらえる
と嬉しい。そうした人とのつながりが楽しい」
と田嶋さん。７月に発行した２号では『足利の
お土産』を特集。「帰省する際のお土産選びの
参考になれば」と笑顔で話します。
　今後は年４回の発行に加え、親子イベント
も開催予定とのこと。栃木の方言で『子守り』
を意味する『おともり』。足利でがんばるママ
たちの子育てライフを応援していきます。

学んだ受講生たち
と意気投合し、「自
分たちの手で足利
を発信したい」と
今年１月、法人を
設立しました。

　４月発行の創刊号
では、市内パン屋さ
んの『食パン』を特集。
無添加やアレルギー
のある子どもにも安

51

▲最新号は、市内幼稚園や市役所こども課などで配布中。




